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A Study of Process Analysis on Therapeutic Imagery Method










































































































































　　集計結果はエクセルの Sheet ３の O列か
らAH列に表示される。
　6．これら一連の操作において、以下の様な語
彙の分析結果が得られることになる。
　　出力結果１として、語彙の分類番号ごとの
集計結果が得られる。出力結果２として、
語彙ごとの集計結果が得られる。出力３と
4は各分類番号における語彙ごとの集計結
果が得られる。
　これらの方法に基づいて、筆者は、カウンセ
リングにイメージを導入した事例をとりあげて、
そのイメージ分析を試みた。
　本事例のイメージはカウンセリング開始89回
目から終結の163回目まで73回おこなった。こ
こで取り上げるイメージ内容は、イメージ開始
から15回目までの変化を語彙分析で検討するこ
とにした。語彙分析の最初の段階であるという
こと、語彙分析の手法に慣れるということで、
まったくの初心者として挑戦することにした。
4．語彙分析を用いた事例の紹介-15回のイメー
ジ体験過程の分析の試み
事例　Aさん　
来談時　50代の女性
主訴　書痙
来談経路　某大学のエクステンション・セン
ターで集団自己催眠イメージを習得
後、個別のカウンセリングがよいの
ではないかということで紹介された。
家族構成　A さんと成人に達している子ども
２人の３人家族である。夫は来談３
年前に病気で亡くなっている。実父
母は来談10年前に他界している。義
父母も来談４年から６年前に他界し
ているが、義理の兄と姉２人は健在
である。
症状形成の背景および生活史について
　　　　　　初回カウンセリングで明らかに
なったことによると、某地方都市の
由緒ある家柄である。裕福な家庭で
４人兄弟の末っ子でひとり娘。本人
の話では、母親は明治生まれでしつ
けに厳しく嫌いな食べ物でも絶対に
残すことを許さなかった。泣いてで
も食べさせた。兄なんかは泣きなが
ら人参を食べていた記憶がある。女
の子には、特に行儀よく、礼儀正し
くいつもきれいであることを良しと
された。母親自身もいつもきれいに
していた様に思う。厳しい反面、使
用人には家人と同様、分け隔て無く
接していたように思う。
　　　　　　きれいさにこだわる価値観は成人
になっても、心身共にきれいである
こと、他人に対してもやさしく、邪
悪な心をもつことは汚い心の持ち主
であると思うほど根強く浸透してい
たように考えられる。また、神仏へ
の信仰心も強く、先祖を祀ることの
大切さを身近に感じて育ったと語ら
れた。
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　　　　　　母親は書道にぬきんでて、本人は
字が汚いとよくいわれて褒められる
ことはなかった。
　　　　　　これらのきれいさへのこだわりは、
おそらく書痙の症状として象徴的に
現れ、なかなか症状がとれないとい
う状態につながっているのではない
かと考えられた。本人も「落書きが
できればいいのですが」と話された
ように、頭ではわかっていても心の
底からそれで良いと思えなかったよ
うである。きれいさへのこだわりに
は母親との強い心理的結びつきが感
じられた。
　　　　　　結婚後、数年間、夫の外国赴任に
同行しながら子育てをするが、現時
点で振り返るとこの時期が楽しい思
い出になっているようであった。夫
への不満は多少ありながらも、よき
妻・よき母として充実した生活を送
られたように推察された。国内勤務
になったときに、義母が倒れ、以来
20数年介護を余儀なくされた。
　　　　　　書痙の症状は、義母が亡くなった
後、喪中のはがきを早く書くように
夫から厳しく催促されたのをきっか
けにして字が書けない、腕がしびれ
る、手がふるえるという脳卒中の後
遺症のような症状として出現した。
医学的には問題がなかったので、心
理的な問題ではないかということに
なった。
　　　　　　さらに、夫の死後、外出すること
ができないという抑うつ的な状態が
半年ほど続いた。来談時も不眠気味
であったり、血圧がやや高かったり
しているとのことであった。
来談時の状態像
　　　　　　書痙という心身症的症状であるが、
字をかくことが辛い。とくに人前だ
と手が震えて書けない。前述したよ
うに、喪中のはがきの時以来、依然
として状態はあまり改善されていな
い様子であった。書こうとすると手
が震えるほかに、腕のつけ根の処か
ら腕全体がしびれるように痛い。痛
みは発症当初よりだいぶん治まって
きているが、まだまだよくないとい
う訴えであった。書くためにいろい
ろ工夫していることが話されて、努
力家で真面目な人柄が彷彿とさせら
れた。たとえば、書くために、ボー
ルペンを選んだり、震えないように
手をもう一方の手で固定するように
したり、また、書くときに余分な力
を入れているように思うので、手の
力を抜くようにしたり、マス目にこ
だわらずに大きな字を書いたりして
いるが、非常に疲れてしまうという
ことであった。
　　　　　　状態像は、中年の礼儀正しい、気
配りの行き届いた女性であった。話
したいことが一杯あって、聴いてほ
しいという様子が伺えたが、きちん
と話さないといけないという構えが
少しみられた。しかし、話し方や表
現のどこかに文学少女の面影を宿し
ているような感じがしたり、話す内
容の表現に文学的な言葉がみられた。
最初は、現実的な話が中心であった
が、カウンセリングが進むにつれ、
徐々に心の内面を話す時空間をカウ
ンセラーと共有することができる場
になっていったと思われた。
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症状形成の過程
　　　　　　前述したように厳しい母親の下で
の養育環境と結婚後の夫との関係や
同居はしていなかったが、夫の家族
（夫をはじめプライドの高い義兄弟）
との関係から、妻として、嫁として
義母などの意に反することに対して、
自分を出すことができず、従順に従
わざるを得なかったことによる内面
の葛藤が、母親から字が汚いと怒ら
れた事柄と重なって、書かないとい
けない状況で書けなくなるという症
状となって顕現化したのではないか
と考えられた。当時の小学校時代か
らの教育的背景（戦後まもない教育）
も影響して、良妻賢母像へのこだわ
りに縛られ、自分自身も解放されず
にそれに従う、あるいはそれを理想
として近づかないといけないという
考えから自由になれなかったものと
捉えられた。
カウンセリングの目標
　　　　　　カウンセリングでは、症状消失を
めざす場合が多いが、筆者がこの事
例を担当したときには、まだ大人の
カウンセリングに関して、未熟で
あったこともあり、クライエントの
話を聴くということに終始したよう
に思う。クライエントのこれまでの
生活で苦痛な、ときによっては屈辱
的な体験のなかを語ることから、カ
タルシス的効果を図ると共に、でき
るならば、どのような関係をもって
いくことが自分としてはよかったの
だろうか、なぜそそのようにできな
かったのだろうか。
　　　　　自分の中の何にこだわっていたのだ
ろうか。きれいさにこだわることは、
汚いことを認めたり、受け入れられ
たら結果としてきれいになるのでは
ないだろうか。
　　　　　きれいさにこだわっている自分から
の解放は、もしかしたら母親からの
呪縛からの解放につながるのかもし
れないという見立てをもちながら、
とらわれからの解放が自己自身の確
立につながること、結果として症状
の改善に結びつくのではないかと考
えた。
　　　　　カウンセリングの途上で、筆者は、
きれいな心でいることは、人として
すばらしいが、いつもきれいな心で
他者に接することは難しいことであ
り、心根の汚さに自己嫌悪に陥った
り、罪悪感をもつことも人であり、
生きるということであるということ
を受け入れる過程ではなかったのだ
ろうかと考えるに至った。
本事例におけるイメージを取り入れたカウンセ
リングの方法について
　カウンセリングはロジャーズの提唱する来談
者中心療法による方法で毎週１回、１時間の面
接であった。約４年間継続し、面接回数は166
回であった。
　イメージはカウンセリング開始後１年半たっ
た89回目から終結の166回まで76回行った。
　イメージの導入は、カウンセリングで話を聴
いた後、ジェイコブソンの簡易型リラクセー
ションで身体感覚をリラックスさせた後、10分
間自由なイメージを想起してもらった。
　イメージを見終わった後イメージ内容と感想
を言葉で報告してもらい、記録した。
　イメージを取り入れた理由としては、クライ
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エントが内的世界に目をむけることができるタ
イプであることと、想像力や感性が豊かである
ことからイメージの世界に入りやすいのではな
いかと考えたからである。また、来談する前に
は、催眠イメージの体験をもっていということ
もイメージ導入に抵抗がなかったといえる。治
療的には心の解放に役だっていくと仮定したか
らである。
　今回取り上げて語彙分析を行ったイメージは、
15回分である。イメージの過程から見ると最初
の段階で全体の1/5である。
5．イメージの変化過程における語彙分析結果
　15回のイメージの語彙分析結果は図1から図3
に示すような結果が得られた。
　ここでいえることはイメージの最初の段階で
はあるが、語彙の変化の様相が客観的に把握さ
れ、変化の時点が明確に示されているのではな
いかと言うことである。76回のイメージを正確
な逐語録なしに辿ること自体、十分に心の変化
をつかめるか否か困難ではないかと考えられる
が、MVAS による分析ならば、主観やカウン
セラーの期待などのバイアスを排除した客観的
な分析のデータとしてカウンセリング関係の変
化やクライエントの心の動きを理解し、カウン
セリング関係についての示唆をあたえてくれる
力となるのではないかと考えられた。まず得ら
れた結果を量的分析と質的分析の両側面から検
討する。
（1）語彙の量的分析結果
　図１はイメージとして表現された語彙を
品詞別に分類した結果である。体の類は主
として名詞からなる語彙の群で、用の類は
主として動詞・形容詞と形容動詞からなる
群である。相の類は主として副詞からなる
群で、その他は接続詞などからなる群であ
る。
　図１から分かるように、全体に体の類の
語彙が他の語彙の類よりも多く出現してい
るが、イメージ11回・14回では用の類の方
が多くなっていることと、イメージ13回で
特に体の類が際だって多いことが分かる。
　接続詞などを示す「そのほか」の品詞に
ついてみると、イメージ１回目では、相の
類よりも多く出現しているが、イメージ３
回目以降からは減少している。イメージ４
回目・12回目で相の類の語彙が増加し、用
の類の語彙は、イメージ11回目・14回目に
他の語彙を超えて一番多く出現しているこ
とが分かる。語彙内容に見られるイメージ
内容との関係をみてみる必要があるが、品
詞の４分類における相互関係をみると、イ
メージ５回目からイメージ10回目までは比
較的安定した関係で推移しているが、イ
メージの最初の４回目までとイメージ11回
目から14回目にかけて、相互の関係に変化
図1　品詞別分析結果 図2　人・物・時空間などとの関係における分析結果
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が見られていることが分かる。相互関係の
変化が意味することに注目する必要があろ
う。
　図２と図３をみる。図２は、事柄や様相
との関係をみる語彙の分類と主体が家族や
友達など身近な他者を含めた他者との人間
関係をみる語彙の分類と心の活動や自然と
の関係などを表す語彙を５つの側面から分
類した結果である。この結果をみると、イ
メージ11回目から13回目にかけては、５つ
の側面の相互の関係が入り乱れるのではな
く比較的順序正しく安定した様相を示して
いるのではないかと捉えられる。15回目の
イメージで落ち着いたイメージをする体制
に入れるようになった段階ではないかと考
えられる。15回のイメージの最初の段階に
おける転回点が生じているように思われる。
興味深いことは物と主体との関係が14回目
で減少し、他者との人間関係に注意が向け
られていることと、また、図３で分かるよ
うに、他者との関係が減少して主体の心の
活動が急激に増大していることがみてとれ
る。図３における関係は時空間における自
分の存在感の関係を意味している場合が多
く、自分がどこにいるのかという不確かさ
とともに、他者との関係で自分がどのよう
な人間関係をもっているのかの不確かさで
もある。このような自己の不確かな存在感
が減って、主体の心の活動が全面に出てき
たことは非常に興味深い結果である。
（2）語彙の質的分析結果（イメージ内容の分析）
　量的分析の結果から明らかになった点に
ついて、イメージの内容と関連づけて捉え
た質的な語彙分析の検討を試みる。
　詳しいイメージ内容を呈示することはで
きないが、イメージの体験の前半、1回目
から10回目までと後半11回目から14回目に
おける転回点ともとれるイメージの内容を
比較検討して、両者の相違について考えて
みたい。
　イメージ体験の前半１回目から11回目に
かけてみてみると、この段階の中において、
１回目から４回目までと５回目から11回目
に分けられるがイメージ内容は多様な様相
を示している。1回目から4回目にかけての
イメージ内容では現実の生活に近い場所や
空間におけるイメージが中心であった。固
有の地名が多く出現してイメージの世界と
現実の体験とが入り交じって話されている
内容であった。５回目からは現実の世界か
ら離れて徐々にイメージの世界に入ること
ができるようになっていって、広々とした
ところにいる自分や、自分の周りに羊が一
杯いて、オーストラリアのような感じの体
験であったり、一面の花の咲く様を眺めて
いる自分がいたり、お花に水をやっている
自分がいるが、どこまでもお花があって、
水をどこまでやればいいのか迷っている自
分がいたり、水をやっているとそこからお
花がでてきたりして、驚いたりしているイ
メージが話されている。このように現実の
喧噪の世界から徐々にイメージの空間に浸
り、少しずつ心が解放されていく感覚を感
図3　他者との関係・心の活動・自然の表現による
分析結果
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じていることが推察される。
　５回目から11回目にかけては、イメージ
体験のなかでさらに心がゆったりしていく
感覚を味わえるよろこびを、「ずっとこの
ままでいたい」、「いつまでもこうしていた
い」「ゆっくり見ていたい」という言葉で
表現されている。
　転回点と考えられるイメージ11回目から
14回目では、花々や川などの自然の中で自
分が存在していて、その時空間との関係の
中で穏やかな気分や気持ちの良いさわやか
な気分を感じて、非常に自分自身のイメー
ジの世界に没入している段階ととらえられ
る。
　この段階では、自然との関係の中で自分
の心を徐々に広げていっている様子が手に
取れる。何か行動をおこすという活動は見
られないが、しかし、じっと見ていたり、
眺めていたり、やや遠くから静かに見てい
る中で、心のなかではきれいな感じや、み
ずみずしい感じ、若々しい感覚などを生き
生きと感じている心の動きが表現されて、
現実の世界における煩わしさに影響を受け
ずに少しずつ自分の内的世界を創り上げて
いく営みがなされているのではないかと考
えられる。
6．考察にかえて
　15回のイメージの結果を量的、質的に分析す
ることでクライエントのイメージの変化過程を
捉える試みをした。MVAS によるはじめての
挑戦であり、四苦八苦しながら説明書をたより
になんとか僅かではあるが、分析することがで
きた。イメージは全部で76回行っていて、今回
はそのうちの15回分、約1/5を分析の対象にした。
まだまだ先は遠いが、しかし15回分だけの分析
においても、イメージ体制に入っていく過程や、
イメージの世界での自分感覚など示唆さるとこ
ろは多かった。量的分析もさることながら、質
的分析にもまだまだ検討する余地があり、不十
分であったことは否めないが、客観的に事例を
検討してカウンセリング関係におけるカウンセ
ラーのクライエント理解にMVAS による方法
が今後多いに活用され、生かされていくことが
できる手ごたえを確信した。
　今後も、さらに語彙分析に挑戦して「ことば」
を通してクライエントの内的世界を理解してい
く試みを続けていきたいと考えている。
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資料　語彙分析によるイメージ１回目の分析の第一段階例
イメージ1回目（カウンセリングでは89回からはじまる）
　いつもお茶にいっている荒川の河川敷のところをバスに乗っています。バスはうごいているよう
な動いていないような感じ。土手のところでは、土手の茶色も枯れてて気持ちもゆったりしてて川
の水は静かできれい。空が真っ青で川口の町の景色が見えてて、川を渡り終えなくてもいいわ。後
ろの方も前の方も特別に人影がない。向こうを見るとのんびりした気分。ゆったりしておだやかな
気分。橋を渡って、大分県側と福岡県。
　土手のうえで目にうるさいという感じがないです。嫌な感じがないです。季節は今のかんじ。高
いところから見下ろしている感じ。運転手さんも目障りではない。自分だけが楽しめる。180度川
と河川敷。川口の町の向こうにビルが見えている。それがよけいにこの広がりとゆったり感を感じ
させます。（バスは）真ん中あたりで動きそうにないけどどうでもいい。すごいきれいな広がりだ
なという感じです。（ゆったり感を味わったら終わりにしてください）。
　姿勢を変えたら、バスが川を渡って、渡り終えたら、交通が激しくなってきて、先生のところに
行くのが車が多いのが嫌ですね。岩槻の方に行くバスが多くて、結構車が多いのが気になります。（多
いという感じでバスに乗っている）バスは人が乗ってるけど余り気になりません。
（　）は筆者の発言
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　このあとの手順としては、さらに分類していく。その結果の一部を以下に示す。
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